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対象とする問題/取り組む課題
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プレス用金型の機械加工工程対象：

問題：計画と工程の実態が乖離し計画遅れが発生している。

プレス金型

課題：生産計画原単位の精度が悪い/必要な実績がタイムリーに取得
できていないために、生産計画と実績に乖離が発生している。

成形品(サイドフレーム)

■困りごとチャート
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ＡＳ－ＩＳ （計画立案/実績収集）
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①類似車種実績をベースに中日程はベテラン担当者のカンコツで計画しており、計画と実績の差がある

ため職長が現場運用のために小日程を策定している。※中日程計画作成タイミング：製作2ヵ月前

②作業実績は手書きの日報で管理されており、リアルタイムに取得できておらず、

計画情報に反映できていない。

計画チームが

中日程を策定

現場職長が

小日程を策定

計画立案 実績収集

作業者による手書きの日報

２重管理
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ＴＯ－ＢＥ （計画立案/実績収集）
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①正式モデル情報をもとに、各工程別/加工別DBから算出された原単位を用いて

中日程を作成することでより計画通りのモノ作りが実現する。（中日程で一気通貫管理）

②作業実績を画像分析（AI活用）により収集することで、リアルタイムに把握でき、計画情報に

反映できる。

一気通貫管理

計画立案 実績収集
画像分析
(AI活用)



(C) 2019. Industrial Value Chain Initiative

実装方針
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①CADデータの有効活用にトライするとともに（CAD⇒加工方案生成）、作業実績DBを用い

精度の高い中日程計画を作成する。（日程の2重管理廃止）

②作業実績をAIによる画像分析/タブレットによる実績収集することにより、DBにリアルタイム反映。

⇒②で収集したデータを作業実績DBに反映し、継続的に①の精度のブラッシュアップを図る。

①計画立案 ②実績収集 AI画像分析

による実績
収集

タブレット
による実績収集

CADデータか

ら加工方案を
自動生成
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今後の計画
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～９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

しくみ構築

単体実験

実業務展開

性能評価

発表準備

シンポジウム
☆3/12

実装・実証実験に向けた計画 対象工場：マツダ広島工場

①CADデータの有効活用についてはPOC型、

②AI画像認識についてはCIOF型

③タブレット活用については堅実実装型として以下推進する。

⇒今年度の目標：②③の完遂/①の目途付け完

合同WG：▲
シンポジウム：☆

▲11/14

▲12/12

▲1/9

▲2/13


